
危機管理の情報処理

京都大学防災研究所
牧 紀男



ICSが優れている危機対応の10のポイント

1) 危機対応の5つの機能(Five Functions)
2) 状況に応じた組織編制（A Modular Organization)
3) 標準化された概念・呼称(Common Terminology）
4) 空間利用の標準化（Designated Incident Facilities）
5) Incident Commander責任制(Unified Command 

Structure)

6) 一元的な指揮命令系統（Unity of command）
7) 直接指揮人数の制限（Span of Control)
8) 責任担当期間（Operational Period）
9) 日誌の義務化（Unit Log)
10) 業務計画策定(Consolidated Incident Action Plan)

→ 組織のあり方

→ 組織の運営



危機対応の5つの機能(Five 
Functions)



実行部隊
指揮調整の指令に

もとづいて
現場対応を行う

幕僚部隊
指揮調整を補佐して
スタッフ業務を行う

指揮調整者
スタッフの補佐を受けて

現場対応にあたる実行部隊の
指揮調整を行う

危機対応に必要な５つの機能
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標準化された概念・呼称
(Common Terminology）



３） 標準化された概念・呼称

用語の統一 通信の統一

組織の構成要素名

職位名

資源名

活動支援拠点名

情報伝達機器

通信計画

情報伝達の手順
や手続き



空間利用の標準化（
Designated Incident 

Facilities）
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４） 空間利用の標準化



現場指揮所（Incident Command Post）

集結拠点（Staging Area）

現場活動基地（Base）

宿営地（Camps）

ヘリ基地（Helibase）

S
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活動支援拠点（Incident Facilities）



現場指揮所の特徴

緊急時の指令機能は，現場指揮所で果たされる

情報作戦部門の活動は，通常現場指揮所で行われる

通信管理センターは，現場指揮所と隣接して置かれる
ことが多い

現場活動基地など他の活動支援拠点と同じ場所に設
置されることがある

設置場所は基本的に動かさない



集結拠点の特徴

出動を待つ資源を集めた臨時の場所, 戦術上の任務
場所付近に設置する（３分以内）
場所は固定でなく，状況に応じて変更される,複数の
集結拠点をもつ事案も存在する
燃料施設や衛生設備が含まれる

リスクを最小限にするために，ハザードの影響を直接
受けるような場所を避けて設置する,環境負荷を最小
限にするように設置される
はっきりわかるように目立たせる
関係者以外の立ち入りを禁止する



現場での支援活動を行うための場所

資源管理部門は現場活動基地に置く

使われていない機材や人員が待機する

一つの事案につき，一カ所設置される，通常移転
しない

できれば事前に現場活動基地を設置すべき場所を
指定し，あらかじめ配置計画を立てておく

現場活動基地責任者を必ず置く

現場活動基地の主な特徴



宿営地の主な特徴

要員に対して睡眠，食事，水分，衛生サービスを
供給するための臨時施設

宿営地は動かすこともできるし，複数設置すること
もある．

現場活動基地での活動を宿営地で実施することも
可能である

宿営地管理者を必ず置く

宿営地名は住所で表現する

宇治



ヘリ基地の主な特徴

ヘリ基地は，ヘリコプターの駐機，燃料給油，メンテ
ナンス，荷積のため場所となる

ヘリ基地は事案名によって指定する

広域にわたる事案では，複数のヘリ基地を設置する
ことがある。空港や他の緊急場所とは離れた場所に開
設されることもある

ヘリ基地は，通常移転しない

ヘリ基地は，ヘリ基地管理者によって運営される



隣接可能な活動拠点施設

活動支援

拠点

現場

指揮所

集結拠点 現場基地 宿営地 ヘリ基
地

ヘリ着
陸地点

現場指揮所 適 適 不適 適 適

集結拠点 適 適 適 適 適

現場基地 適 適 不適 適 適

宿営地 不適 適 不適 不適 適

ヘリ基地 適 適 適 不適 不適

ヘリ着陸地
点

適 適 適 適 不適



４） 空間利用の標準化

JR尼崎事故の事例

尼崎市
中央卸売市場

※車両集結地
※資源集積地

尼崎市
記念公園総合体育

館

※遺体安置所

事故現場付近

尼崎市立
大成中学校

※現地指揮所
※応急救護所

※ヘリポート
※車両集結地
※資源集積地



Incident Commander責任制
(Unified Command 

Structure)



ICSが優れている危機対応の10のポイント

1) 危機対応の5つの機能(Five Functions)
2) 状況に応じた組織編制（A Modular Organization)
3) 標準化された概念・呼称(Common Terminology）
4) 空間利用の標準化（Designated Incident Facilities）
5) Incident Commander責任制(Unified Command 

Structure)

6) 一元的な指揮命令系統（Unity of command）
7) 直接指揮人数の制限（Span of Control)
8) 責任担当期間（Operational Period）
9) 日誌の義務化（Unit Log)
10) 業務計画策定(Consolidated Incident Action Plan)

→ 組織のあり方

→ 組織の運営



指揮調整

事案処理 情報作戦 資源管理 財務管理

広報
安全管理
連絡調整

一元的な指揮命令系統



直接指揮人数(Span of Control)

1人のリーダーは5±２人だけを指揮する

リーダーへの過度の集中を避ける



Operational Period単位の危機対応

• 8～１２時間で要員は交代する

• その間はひとりのIncident Commandが責任を
持つ

• 最初に各機能担当者が共同して、業務計画（
Incident Action Plan)を30分で作成し、共有
する

• 策定された業務計画にもとづき、各機能は与え
られた目標の達成に努力する

• 達成成果をモニターする

• 次の状況変化に備える



担当者が交代しても業務継続可能なしかけ

ICS214日誌（Unit Log)記入の義務化



対応計画の策定と共有

ICS FORM 201（概括説明）

状況認識

組織編成

資源配置

活動方針



COP（対策本部の活動状況）



t×

2~3hrs 12hrs

当面の対応計画(IAP)策定とそ
れにもとづく対応

IAP

とりまとめ報作
成

状況認識の統一（COP)を
図るための情報処理

初動班 第1班 第2班

担当責任期間内の活動

情報収集・集約
COP

L：命を守る
I：事態の制圧
P：財産を守る
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